
逸見大悟講師より挨拶及び　オフネ祭りにみる明科の魅力について講演（パワーポイントにより）

お茶を飲みながら夫々歓談 安井公民館長より挨拶及び講師紹介

第54回　明科いいまちサロン　　平成30年1月30日（火）10時～12時公民館講堂於
明科の魅力再発見講座　～お舟祭りにみる明科の魅力～　講師：逸見大悟さん

お茶受けはお汁粉と野菜の朝漬け 宮川副代表よりお茶受けについて

お茶を飲みながら歓談



安曇野市周辺の伝統行事 呼び方も4種類　31か所で43艙オフネ作られる

無形民俗文化財指定7か所 重柳八幡宮祭り舟

住吉神社のお船祭り 熊野神社のお船祭り

潮神明宮の柴舟



穂高区・両町区　の大人船 穂高町区・穂高区・等々力区の子供船

穂高神社の阿曇比羅夫像 御船は神霊に乗り移ってもらうモノ　招代

穂高神社の御船

荻原神社のお船祭り 岩原山神社のお舟祭り



穂高神社御船祭りのオフリョウ

御船祭りに関する古文書を所蔵する等々力家 古文書　保高御宮祭礼の船木の伐採願い

穂高神社の大人船の骨組 穂高神社の大人船　両町区

潮神明宮の柴舟

750本ものローソクを灯して

明科高校の生徒も協力して



荻原神社の柴舟 大足諏訪社の柴舟

大足諏訪社の本祭り　急坂を押し上げる 上生野正八幡宮の柴舟

上生野正八幡宮の柴舟 塔ノ原　犀宮社の柴舟

みかん灯篭の鳥居をくぐって境内へ入る 荻原神社の柴舟　ローソク祭り



　　年が改まって初めてのいいまちサロンであり、寒い日が続いているところ第54回いいまちサロンに77名の皆さん

　が参加いただき今回は、明科の魅力発見講座として「お舟祭りにみる明科の魅力」と題して安曇野市文化課

　の学芸員である逸見大悟さんにご講演をいただきました。

　　初めに安曇野市内のオフネ祭りについては、市内に31か所43艙のオフネがあり、無形民俗文化財指定7か所

　でそのうち2か所が明科地域の潮神明宮と荻原神社の舟であるとのことでした。平成24年度特別展「安曇野のお祭

　り展Ⅰ～オフネがつなぐ地域の輪～」を開催、「安曇平のお船祭り」が国の無形民俗文化財に選択されました。　

　平成30年4月から豊科郷土博物館常設展示（市内の祭りをテーマに）、オフネ祭りの起源について話され、市では、

　最古、穂高神社の御船祭りについては、平成24年に古文書が発見され、保高御宮祭礼の船木の伐採願いに当時

　の御船に使われた用材が記載されていた。（元禄2年7月17日）御船の曳航は江戸時代後期からとのことでした。

　　明科地域のオフネ祭りでは、「潮神明宮の柴舟と人形飾り物」が無形民俗文化財で、柴舟の歴史及び柴舟の

　現在について話された。「荻原神社のお船祭り」も無形民俗文化財とされ、お船の歴史、特徴、お祭りの存亡の危機

　と復活について話された。「大足諏訪神社の柴舟」「上生野正八幡宮の柴舟」「犀宮社の柴舟」「和泉神社の柴舟」

　「五社神社ブタイ」について話された。明科地域のオフネ祭りの魅力として、神様の乗り物「人形飾り物」「村を歩く

　神々」で各地域で存続の危機を乗り越え、祭りを支える人々、明科の独特の文化として貴重であり市内の他地域

　ではあまり見られないとの事でした。伝統文化の継承の大事さを教えられた講座でありました。

人形飾り物　山﨑の合戦　明智光秀の最後 南陸郷・小泉　　和泉神社の柴舟

和泉神社の柴舟 五社神社のブタイ　　明科光

宮下さんの指揮で我が町・安曇野市歌を全員で合唱 安井公民館長よりお礼の言葉・閉会挨拶


